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みやうちこうざんとどろきせいれんじょみやうちこうざんとどろきせいれんじょ
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で，水車の動力により鉱石で，水車の動力により鉱石を
ふんさいふんさい

粉砕し，製錬を行ってい

ていた製錬所関連施設の石垣や，水車が回転していた

と思と思われる溝，天然われる溝，天然の
おうけつおうけつ

甌穴

た排水施設などが明らかになってきています。た排水施設などが明らかになってきています。
　

存されることになりました。今後の活用が期待されま

す。す。
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　平成 26 年 11 月 22 日 ( 土 ) に，　平成 26 年 11 月 22 日 ( 土 ) に，

表紙でも紹介しました金山水車跡で表紙でも紹介しました金山水車跡で

現地説明会が開かれました。 当日現地説明会が開かれました。 当日

は， 620 名という多くの方が見学には， 620 名という多くの方が見学に

来られて近代の遺構の迫力を間近来られて近代の遺構の迫力を間近

に感じていました。 ここでは， そのに感じていました。 ここでは， その

遺構を詳しく解説します。遺構を詳しく解説します。

　平成 26 年 11 月 22 日 ( 土 ) に，

表紙でも紹介しました金山水車跡で

現地説明会が開かれました。 当日

は， 620 名という多くの方が見学に

来られて近代の遺構の迫力を間近

に感じていました。 ここでは， その

遺構を詳しく解説します。

　金山水車跡は， 明治末期から昭和初期にかけて操業

していた
せいれんじょ

製錬所の跡です。 直線距離で約 8km 離れてい

る
 あ け し  こう  ざん

赤石鉱山から，
  に   ば  しゃ

荷馬車で運んだ鉱石を水車の動力を

利用して細かく
くだ

砕き， 金や銀を取り出す作業 （
せいれん

製錬） を

行っていました。

　
当時の技術者たちが， 水の豊かな

ふもと がわ

麓 川や加工しやす

い
がんばん

岩盤等， 水車利用に
てき

適した自然地形に着目し， この

場所を選んだと考えられます。
がん ばん

岩盤を
 じん りき

人力で数 m の深

さまで
 くっ さく

掘削した
すい しゃ こう

水車坑や
はいすい こう

排水溝は， 当時の技術の高さ

を物語っています。
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ふもとがわ

麓川 をせき止める
えんてい

堰堤から， 水

が
 どう すい ろ

導水路へと流れていきます。

　水車の力で
きね

杵を動かし，
 うす

臼に入れた
 こう せき

鉱石を
 くだ

砕いてい

た
 さい こう  しょ

砕鉱所があった場所で，
 くだ

砕かれた
 こう せき

鉱石は
 とう  こう  しょ

搗鉱所に

運ばれ， さらに細かくされ

ます。

　
すい しゃ こう

水車坑の中から
しゅっすいこう

出水口

を見上げたようすです。

写真正面の壁は， 水車

に合わせて曲面になっ

ています。
しゅっすいこう

出水口には

まだ土がつまっていま

す。

　水車を回した水は，
はいすい こう

排水口から川に向って

開いた
ほう すい こう

放水口へと流

れていきます。 排水

路の上にも石のふたが

あります。

　
すい しゃ こう

水車坑の中から見た
はいすい こう

排水口のようすです。

かなりの高さがあること

がわかります。

　
すい しゃ こう

水車坑から流れ出た

水は，
ほう すい こう

放水口の前にあ

るポットホール * （
おう けつ

甌穴）

に流れ込みます。 その

後，
ほう すい こう

放水口から川に戻

ります。

　
ぶんすい  ろ

分水路を流れてきた水は，

木でできた水路 （
 もく  ひ

木樋） が

取り付けられていた
しゅっすいこう

出水口

から勢いよく流れ出て水車

を回しました。

　川沿いの
いしがき

石垣は， 形

がそろった
せきざい

石材でできて

いる部分とそうでない部

分に分かれています。

作った時期の違いによる

ものと思われます。

　石のふたの多くは， 土の

重みなどにより中央部で折

れて V 字形になっています

が， 当時はもちろん平らで

した。 上の写真で水は，

手前から奥に流れてきます。

　石のふたが
  と    ぎ

途切れたところ

に，
すい しゃ こう

水車坑へ続く
ぶんすい ろ

分水路の

入口 （
しゅ すい こう

取水口） があります。

上の写真のように水止め板

がとりつけられるように溝が

あります。
　

しゅ すい こう

取水口を過ぎた水は， さ

らに
どう すい ろ

導水路を流れ， 調査区

の境にある
ぶんすい ろ

分水路へと向か

います。
　

どう すい ろ

導水路の横にある
いわかべ

岩壁に

は， 建物の
 よこ  ぎ

横木を入れた

穴が規則正しく並んでいま

す。

* ポットホール

　川底の岩のくぼみの中に小石が入ると，水の流れによっ

て小石が回転するためくぼみを削り，丸みを帯びた円形

の穴になったもの。

　

 どう すい ろ

導水路から流れてきた水，

は
 ほう すい こう

放水口で流れる量を調節

されます。

　

 ほう すい こう

放水口から先の
 どう すい ろ

導水路

は石のふたで
おお

覆われてい

ます。 右の写真で水は，

奥から手前に流れてきま

す。

は

排

開

れ

路

あ

石のふたののの多くくは， 土の 石のふたが
  と    ぎ

途切れたたたところろろろろろろ
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分水路分水路
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導水路

分水路

水止め板水止め板

水止め板水止め板

導水路導水路

取水口取水口 水止め板

水止め板

導水路

取水口

放水口放水口

石のふた石のふた

放水口

石のふた

石のふた石のふた
石垣石垣

導水路導水路

放水口放水口

石のふた
石垣

導水路

放水口

※これらの部分は，上の空中撮影

のときにはまだ発掘されていませ

んでした。

形がそろって形がそろって
いない部分いない部分

形がそろって形がそろって
いる部分いる部分

形がそろって
いない部分

形がそろって
いる部分

　左の写真のほぼ中央部の建物に， 水車の一部が見えています。 その右

隣の建物の中に， 今回の調査で明らかになった水車がありました。

（写真提供　南九州市教育委員会）

当時の「宮内鉱山轟製錬所」当時の「宮内鉱山轟製錬所」当時の「宮内鉱山轟製錬所」

ポットホールに
つながる穴つながる穴

石のふた石のふた

ポットホールに
つながる穴

石のふた

水車坑水車坑

出水口

水車坑

出水口

出水口出水口

上から見たポット
ホールの中ホールの中
上から見たポット
ホールの中

川へ放出

水の流れ

遺跡全景(空中撮影)遺跡全景(空中撮影)遺跡全景(空中撮影)

←至川辺

←至枕崎

豊玉姫神社

南九州署

薩南工高

南九州市役所

知覧中

知覧平和公園

金山水車跡

赤石鉱山

麓川麓川麓川

至鹿児島→



　県立埋蔵文化財センターと ( 公財 ) 埋蔵文化財調査センターでは，

今年度も県内各地で発掘調査を行っています。 たくさんの成果が得

られていますので， その一部を紹介します。
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　 虎居城跡は薩摩郡さつま町
みや の

宮之
じょう や    じ

城屋地に
 しょ ざい

所在する中世の
やま じろ

山城です。

今年度は 2×5ｍ程度の調査範囲を

約４０か所設定し， 発掘調査を行い

ました。 調査の結果，
 くる  わ

曲輪の中に
  ど  るい

土塁と呼ばれる高まりや入り口となる
  こ  ぐち

虎口や建物の柱の跡， 火を使った
こん せき

痕跡などが発見されました。 また，
せい  じ

青磁や
 はく  じ

白磁といった中国産の
  じ    き

磁器などが多く発見されました。
はちじょのだん

八女壇と呼ばれる曲輪には，
せき

石
 
とう

塔を含む石のまとまりが 8 か所検出されました。 このすぐ横には，
はち じょ

八女の
 せ

瀬があり， 虎居城の城主であった
 け   どう いん しぶ や   

祁答院澁谷氏 （９代
のり 

徳
しげ

重） の娘が川で
おぼ

溺れ， その娘を助けようと７人の
じょちゅう

女中が川に入り

全員が溺れてなくなったという言い伝えがあります。

　悲劇が伝わる中世の
やま じろ

山城

～
とら  い じょうあと

虎居城跡（さつま町）～

❺

石塔と石のまとまり

　  京の塚遺跡では， 縄文時代前期末～中期初め頃 （約 5,000 年前） のものと考

えられる 150 基を超す土坑群とともに， 土器， 石器 （
せき ぞく

石鏃 ・
いし さじ

石匙など） が多量に

出土しています。 土器のほとんどは
ふか うら しき

深浦式土器とよばれるものです。 この時期の遺

物がこれほど充実して発見された例は少なく， 今後の研究に新たな資料を追加する

ことになると期待されています。

～
きょう     つか

京の塚遺跡（大崎町）～

新たな資料の発見❷

土坑

発掘作業中の土坑発掘作業中 坑坑

　　下原遺跡では， 旧石器時代から縄文時代後期までの土器や石器が見つかりまし

た。 縄文時代早期の調査においては，
いし ざか しき

石坂式土器 （約 8,500 年前） や
せき ぞく

石鏃 （やじ

りの先） や
すり  いし

磨石などが出土しました。 下原遺跡から出土する石坂式土器は
さま ざま

様々なバ

リエーションがみられるので， 今後の整理作業において石坂式土器の変遷について

見えてくるかもしれません。

～
しもはら

下原遺跡～　（志布志市）

いし ざか しき

石坂式土器の
へんせん

変遷が見えてくる？❸

遺物の出土状況

旧石器時代の調査

　
 牧野遺跡は， 旧石器時代， 縄文時代，

  こ  ふん

古墳時代， 近代の
 ふく ごう

複合遺跡です。 旧石器時代では火を使った
れき ぐん

礫群， 縄文時代で

は， アカホヤ
  か さい りゅう たいせきぶつ

火砕流堆積物( 約 7,300 年前 ) の下から縄文時代

早期の土器， 石器などとともに
しゅうせき

集石が 34 基発見されました。 近代

では，
ふもとかわぞ

麓川沿いに作られた金の
せい れんじょ

製錬所への道路跡や， 1930 年 ( 昭

和 5 年 ) から 1965 年 ( 昭和 40 年 ) まで使われていた
なん さつ

南薩鉄道の線路
 じ

敷きも発見さ

れました。 集石とその周辺

～
まき の　　　

牧野遺跡～　（南九州市）

旧石器時代から現代までの活動の跡❼

大量に発掘された遺物大量大量大量大大大量大量大量量大量大量大大量大量 発に発に発掘さ掘ささささささ掘さささ掘ささ掘されたれたれたたれたれたたたれたれた遺遺遺遺遺遺物遺物遺物遺物物遺遺遺物遺物遺物

集石

　 今年度の中津野遺跡の調査では， 南北に
 
そ

沿って
くい れつ

杭列が検出されまし

た。 この杭列は，
ぐん くい れつ

群杭列と
しき   そ   だ

敷粗朶 ・
しき まる   た

敷丸太といわれる
  か  こう  ぼく

加工木と
  し  ぜん ぼく

自然木

を
へい よう

併用した
 もり   ど

盛土の
  き    そ   こう ぞう

基礎構造です。
かん たく  ち

干拓地の堤防や道路など， 大規模

な土木工事が行われた跡と考えられます。
 とう   じ    き

陶磁器や
  こ  せん

古銭 （
かん えい つう ほう

寛永通宝）

等の遺物が出土したことから， 江戸時代の遺構である可能性が高いと

思われます。

～
なか  つ  の　　　

中津野遺跡～　（南さつま市）　

近世の土木工事跡？❶

杭列杭杭杭杭杭杭杭杭杭杭列杭列杭列杭列杭列杭列杭列杭杭列杭列列列杭杭列杭列杭列 先が加工された杭先が先がががが先ががが先が先先が先が先ががが先先が先が先が先がが先が先が先先が先が先が先が先がが先が先が先ががが先が加加加加加加加加加加加加加加加加工加工加工工加工加工されされされされされされれれされされされされされされされされされされされされされされされ 杭杭杭杭た杭た杭杭杭杭杭た杭た杭杭杭杭た杭た杭杭杭杭た杭た杭た杭た杭た杭た杭た杭杭た杭た杭

　出水市の前原遺跡では縄文時代中期から近世までの遺物が出土しました。 縄文

時代中期の土器の中には東海地方で作られた土器や， 近畿 ・ 瀬戸内地方， 九州

北部などで作られた可能性のある船元式土器が出土しました。 ここにくらした大昔の

人々も遠方との行き来があったのかもしれません。

発掘現場(手前)と八代海(奥)

～
まえはら    　

前原遺跡～　（出水市）

出水へ運ばれてきた縄文土器❹

　平良上Ｃ遺跡では，縄文時代早期 （9,000 ～ 7,500 年前） の調査を行っています。
せき ぞく

石鏃や
いし さじ

石匙，
せき  ふ

石斧，
すり  いし

磨石，
いし ざら

石皿など多くの石製品とともに， 吉田式 ・ 石坂式 ・
 しも はぎみね

下剥峯式 ・ 押型文土器 ・
ひらがこい

平栫 式など多くの種類の土器が

見つかっています。 遺跡全体は小高い丘になっており，

調査を進めてゆくと， 人々が暮らしていた縄文時代早期は

現在よりもさらに傾斜が急だったことが分かりました。 そのた

め調査範囲の最も低いところはとても深い谷になりました。

～
 て   ら  うえ       　　

平良上Ｃ遺跡～　（大崎町）

  き  ふく 

起伏の多い縄文時代早期の遺跡❻

出土した土器
発掘調査中

きふく

起伏に
と

富んだ地形
き くきき くききき くくきふききふくきふくききききふききふふふふふふふくききふきふきふききふききふくふくふふふふふふくふききふきふききふきききふくふふくふふふふくくききふきふききふくふふふふふふくふくきふききふくきふきふくきふきふくきふくきふく とととととととととととととととととととととと
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4･5ページで紹介した遺跡の位置



  当センターの見学は，土曜・日曜・祝日・年末年始を

除き，毎日午前９時～午後５時まで，入館料は無料です。

　なお，当センターのホームページは，鹿児島県教育委員会（http://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku/）

または，上野原縄文の森(http://www.jomon-no-mori.jp)からお入りください。
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　12月20日（土）に，
かわ く  ぼ

川久保遺跡（鹿屋市）で

現地説明会が開催されました。この日の朝まで

降っていた雨も開始

時刻までには上が

り，200名を超す見

学者が来場しまし

た。住居跡や
 ど こう ぼ

土坑墓

などの説明を聞きな

がら興味深く観察したり，写

真を撮ったりしていました。

　川久保遺跡では，古墳時代

後期の
 か  じ かんれんたてもの

鍛冶関連建物跡やそれ

に関連する
ふいご

鞴の
 は ぐち

羽口などが発

見されたほか，中世の
ほったてばしら

掘立柱
たてもの

建物跡が30棟以上発見されるなどの成果が得られて

います。これらを，今後検討していくことで，それ

ぞれの時代についてより多くのことがわかってきま

す。

　上野原縄文の森第41回企画展「古墳時代のかごしま～1,500年の時を越えて～」

が開催されています。古墳と言えば，
はに  わ

埴輪を思い浮かべる方も多いと思いますが，

古墳の
けい  ご  にん

警護人ではないかと考えられている，
じん りょう

神領10号墳（大崎町），
 むかで  づか

百足塚古墳（宮崎

県
しん とみ

新富町），
せん どう

仙道古墳（福岡県
ちく ぜん

筑前町）などで出土した武人埴輪のほか，県指定文化財

の
たん こう       しょう かく つき かぶと

短甲や衝角付 冑，
 とう  す

刀子，
どう きょう

銅鏡，
まが たま

勾玉など，31遺跡163点が展示されています。休日になると多数の歴史愛好家

や家族連れが訪れて興味深く見学されています。鹿児島の古墳時代が身近なものになる絶好の機会ですので，是

非，上野原縄文の森にお越しください。なお，この企画展は平成27年3月22日（日）が最終日になります。

　 1月22日（木）・23日（金）の両日，市町村教育委員会の職員を対象とした上級講

座を開催しました。今回の講座では，全国および鹿児島県内における近代遺跡の

発掘調査事例を取上げ，その成果と課題を紹

介すると共に，調査後の活用についても意見交換をおこないました。22日は

午前中に文化庁記念物課史跡部門の浅野啓介文化財調査官から「全国にお

ける近代遺跡の取扱いについて」という講義があり，午後からは県内の３件の

事例報告を受けた後，質疑応答や全体討論をおこないました。23日は，南九

州市に場所を移し，2か所の近代遺跡の現地視察をおこないました。今後の近

代遺跡調査について，より実践的な講座になったと思います。
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